
目的の本を各自探し出すことが出来るように、分かりやすい見出しを作成する。 

・図書室の使い方についての周知 

本の貸出の方法やマナー、分類についての説明を生徒に行っていく必要がある。 

・授業などでの資料提供の周知 

 授業で使う資料を提供できるということを先生方に声をかけるなどして広めていきたい。授業

内容と関係した本の展示なども行いたいと考えている。そのために日々のコミュニケーション

を密にする必要がある。 

・委員会活動の充実 

 本年度も充実した活動ができたが、来年度は図書だよりを発行する際に支援員との連絡がスム

ーズにとれる体制を整えたい。一人の生徒に負担がかからないようすべての生徒が関われるよ

うな工夫を考えたい。また、多読賞表彰を行っているので生徒たちが積極的に参加したいと思

えるような呼びかけや、広報活動を行いたい。 

平成２７年度 

石神中学校 学校図書館支援活動記録 
学校図書館支援員 加茂秀子 

 
１ 学校図書館の概要  

学校の紹介  

  平成２６年６月に校舎の耐震工事を終え、白木を基調にした明るい教室になった。 

図書室は一階校舎の南端にあり陽あたりがよく、生徒や教職員が利用しやすい場所にあり

居心地の良い空間となっている。また、朝読書を行なっており、読書活動が活発に行われて

いる。 

平成２７年度生徒数 

１年 ２年 ３年 合計 

 ９８名 ６２名 ９１名 ２５１名 

（平成２８年３月末時点） 

学校派遣日数 木・金曜日 週２回 

図書担当教員 中島裕子先生 

学校図書館蔵書数（４月当初）    ９,２８２冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）    ５０５冊 

 うち  市費購入冊数及び金額      ２９３冊（５６６,６７１円） 

 うち  杉並文庫購入冊数        １５９冊 

うち  寄贈資料冊数          ５３冊 

 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
① 課題 台帳登録されていない図書が多くあり、図書台帳の整備が進んでいない。 

→目標  台帳登録作業を進める。 

② 課題 分類ラベルが的確でないものや、情報が古い資料が多くある。 

→目標  分類ラベルの見直しと古いものは買い替えるなどの見直しを進める。 

③ 課題 授業等での図書館活用や新聞の活用がほとんどされていない状態である。 

→目標  生徒の読書や学びの意欲が向上するよう積極的に関わりを持ち支援していく。 

 

３ 活動の方針 
・担当の先生の提案により、個人貸出冊数増加のため学級文庫は置かずに図書室の本を積極

的に利用するよう生徒に周知する。 

・分類ラベルが統一されておらず探しにくいため、ラベルの整備を進めていく。 
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・支援員がいない曜日でも図書室を開放し、昼休みの貸出を毎日行うこととする。 

・配架の見直しを行い、案内表示を増やし、季節の展示を行なうなど環境整備に努める。 

・生徒の読書や学びの意欲が向上するよう積極的に関わりを持ち、問題解決学習や調べ学習

等に活用できることをアピールしていく。 

学校図書館年間活動計画（スケジュール） 

月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 生徒図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 

・担当教諭との打合せ 

・書架整理・清掃・廃棄作業 

・登録作業・テーマ展示 

・雑誌受入 

・市立図書館から本の貸出、返却

作業 

・昼休みの図書の貸出 

・朝読書の呼びかけ 

・本の紹介 

・図書の整理 

※これらは年間を通して行

う。 

・第１回学校支援会議 

 

５月 ・図書便り作成①  
・図書の借用開始 

・第２回学校図書館支援会議 

６月 ・杉並文庫リクエスト募集 ・利用の呼びかけ 
・第３回学校支援会議 

・杉並区学校図書館視察研修 

７月 

・夏季休暇中の貸出に関する周知

及び図書便り作成② 

・杉並文庫選書 

・未返却者への催促 

・夏休み特別貸出 
 

８月 ・蔵書点検 
・図書アンケート 

・未返却者への催促 

・第４回学校図書館支援会議 

・学校図書館見学 

・読み聞かせ研修 

９月 

・杉並文庫受入配架、周知及び図

書便り作成③ 

・職場体験及び調べ学習時の図書

館利用の準備 

・市費リクエスト募集 

・前期活動の反省  

１０月 ・市費購入図書選書 
・係分担と活動内容計画の確 

 認 
 

１１月 

・市費購入図書受入配架、周知及

び図書便り作成④ 

・読書増進イベント実施 

・未利用者への呼びかけ ・学校図書館視察 

１２月 
・冬季休暇中の貸出に関する周知

及び図書便り作成⑤ 

・図書新聞の発行 

・冬休みの特別貸出 
・第５回学校支援会議 

１月 ・学校図書費選書 ・未返却者への催促 ・第６回学校支援会議 

２月 
・掲示物作成 

・学校図書費図書受入配架、周知 
・３年生への貸出終了  

３月 
・図書便り作成⑥ 

・次年度計画作成 

・後期活動計画の反省 

・未返却者への催促 
・第７回学校支援会議 

 

４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月～５月 

・新しい棚が入った。０・１類、７・８類、全集の棚を移動させた。 

・職員室に新聞回収ＢＯＸの設置。支援員が職員室から回収し、週毎に綴じる。バックナンバー 

写真３ 
杉並文庫は入口の目立つ

場所にあり、活発に利用さ

れている。 

の置き場所を設けた。 

・雑誌「マンガ日本史」は大変人気である。付録のカードは専用のケースを作成。時代ごとに整 

理し歴史の棚に配置した。 

・２年国語科「盆土産」の単元の授業で、生徒が制作した作品の紹介を「教科書に出てくる本を 

読もう！」という企画で展示した。（写真２－①②）       

・春の企画展示「春に読みたい本」。 

・図書アンケートを実施した。（杉並文庫選定の参考にした。）  

・課題図書コーナーの設置。課題図書の紹介ポスターを図書委員の生徒と作成、掲示した。 

 

                                                                    

６月～７月 

・杉並文庫の選書、受入、装備、配架。（写真３）         

・夏の企画展示。や「怖い本集めました」コーナーの設置。 

・夏の長期貸出の周知をした。 

・図書室のマナーイラストのポスター掲示。イラストが分かりやすく生徒に大変好評。ポスター

を見て生徒がお互いに注意し合う場面が見受けられた。                     

・国語科先生より、教科書で紹介している本の貸出依頼あり。 

・先生の「心に残った本」の展示。（図書だよりに掲載）学期毎に行った。       

・図書だよりの発行。 

  

 

 

 

                                   

８月～９月 

・図書委員会による「おすすめの本」のメッセージを本に貼り、展示をした。   

・雑誌のバックナンバーの見出し表示の作成をした。（写真４） 

・図書だよりの発行。 

・学校図書館見学。 

（写真２－①②） 
作品を展示したことで教科書に出てくる本への興味が増した。 
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・支援員がいない曜日でも図書室を開放し、昼休みの貸出を毎日行うこととする。 

・配架の見直しを行い、案内表示を増やし、季節の展示を行なうなど環境整備に努める。 

・生徒の読書や学びの意欲が向上するよう積極的に関わりを持ち、問題解決学習や調べ学習

等に活用できることをアピールしていく。 

学校図書館年間活動計画（スケジュール） 

月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 生徒図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 

・担当教諭との打合せ 

・書架整理・清掃・廃棄作業 

・登録作業・テーマ展示 

・雑誌受入 

・市立図書館から本の貸出、返却

作業 

・昼休みの図書の貸出 

・朝読書の呼びかけ 

・本の紹介 

・図書の整理 

※これらは年間を通して行

う。 

・第１回学校支援会議 

 

５月 ・図書便り作成①  
・図書の借用開始 

・第２回学校図書館支援会議 

６月 ・杉並文庫リクエスト募集 ・利用の呼びかけ 
・第３回学校支援会議 

・杉並区学校図書館視察研修 

７月 

・夏季休暇中の貸出に関する周知

及び図書便り作成② 

・杉並文庫選書 

・未返却者への催促 

・夏休み特別貸出 
 

８月 ・蔵書点検 
・図書アンケート 

・未返却者への催促 

・第４回学校図書館支援会議 

・学校図書館見学 

・読み聞かせ研修 

９月 

・杉並文庫受入配架、周知及び図

書便り作成③ 

・職場体験及び調べ学習時の図書

館利用の準備 

・市費リクエスト募集 

・前期活動の反省  

１０月 ・市費購入図書選書 
・係分担と活動内容計画の確 

 認 
 

１１月 

・市費購入図書受入配架、周知及

び図書便り作成④ 

・読書増進イベント実施 

・未利用者への呼びかけ ・学校図書館視察 

１２月 
・冬季休暇中の貸出に関する周知

及び図書便り作成⑤ 

・図書新聞の発行 

・冬休みの特別貸出 
・第５回学校支援会議 

１月 ・学校図書費選書 ・未返却者への催促 ・第６回学校支援会議 

２月 
・掲示物作成 

・学校図書費図書受入配架、周知 
・３年生への貸出終了  

３月 
・図書便り作成⑥ 

・次年度計画作成 

・後期活動計画の反省 

・未返却者への催促 
・第７回学校支援会議 

 

４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月～５月 

・新しい棚が入った。０・１類、７・８類、全集の棚を移動させた。 

・職員室に新聞回収ＢＯＸの設置。支援員が職員室から回収し、週毎に綴じる。バックナンバー 

写真３ 
杉並文庫は入口の目立つ

場所にあり、活発に利用さ

れている。 

の置き場所を設けた。 

・雑誌「マンガ日本史」は大変人気である。付録のカードは専用のケースを作成。時代ごとに整 

理し歴史の棚に配置した。 

・２年国語科「盆土産」の単元の授業で、生徒が制作した作品の紹介を「教科書に出てくる本を 

読もう！」という企画で展示した。（写真２－①②）       

・春の企画展示「春に読みたい本」。 

・図書アンケートを実施した。（杉並文庫選定の参考にした。）  

・課題図書コーナーの設置。課題図書の紹介ポスターを図書委員の生徒と作成、掲示した。 

 

                                                                    

６月～７月 

・杉並文庫の選書、受入、装備、配架。（写真３）         

・夏の企画展示。や「怖い本集めました」コーナーの設置。 

・夏の長期貸出の周知をした。 

・図書室のマナーイラストのポスター掲示。イラストが分かりやすく生徒に大変好評。ポスター

を見て生徒がお互いに注意し合う場面が見受けられた。                     

・国語科先生より、教科書で紹介している本の貸出依頼あり。 

・先生の「心に残った本」の展示。（図書だよりに掲載）学期毎に行った。       

・図書だよりの発行。 

  

 

 

 

                                   

８月～９月 

・図書委員会による「おすすめの本」のメッセージを本に貼り、展示をした。   

・雑誌のバックナンバーの見出し表示の作成をした。（写真４） 

・図書だよりの発行。 

・学校図書館見学。 

（写真２－①②） 
作品を展示したことで教科書に出てくる本への興味が増した。 
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・図書委員と杉並文庫の周知ポスターを作成、掲示した。 

（写真５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

・杉並区学校図書館視察研修に同行。                    

・図書台帳の整備（パソコン入力作業）とラベルの貼替作業を重点的に行った。 

・図書費購入図書（先生リクエスト）の受入、登録、装備、配架を行った。 

・読書週間期間の企画として、期間中本を借りた人に特製しおりのプレゼントを実施した。 

（写真６） 

・新聞を活用した展示を始めた。「今週の気になるニュース」として、毎週新聞の切り抜きを貼 

り、関連する図書の展示を始めた。（写真７） 

・図書だよりの発行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月～１２月 

・教科書に出てくる図書に、案内しおりを作成した。（写真８）              

・寄贈「神奈川きずなブック」の選定。                     

・次年度購読新聞・雑誌の選定。 

・図書費購入本の選書を行う。 

・１学年国語科単元「おいしい読書」で１学年全生徒が図書室の本を読みＰＯＰを作成した。 

写真４ 
見出しができたことで雑誌の利用が増えた。 

写真５ 
図書委員と作成。模造紙２枚分なのでとても目
を引く。これを見て借りにくる生徒が増えた。 

写真６ 
読書週間の企画とし
て本を借りた生徒に
手作りしおりをプレ
ゼントした。この期
間中、特に男子生徒
の利用が増えた。 

写真７ 
新聞記事の切抜きと関連する本の展示。これを
元に会話する生徒が見られ、展示した本を興味
深く閲覧していた。 

図書室と廊下に掲示した。（写真９）        

 

 

 

 

 

 

 
         

 

・冬の企画展示テーマ「あったか～くなる本集めました。」を行った。 

・クリスマス関連本コーナーの設置。クリ  

スマスの飾りつけを行った。 

・「先生の心に残った１冊」の本をカウン    

ターに展示。（写真１０） 

・冬休みの長期貸出と周知を行った。 

・図書だよりの発行。 

・学級文庫や先生への貸出時の『図書貸出

票』の作成。先生の目の届きやすいとこ

ろに貼っておくことができるので、先生 

方が返却期日を把握しやすくなった。 

１月～２月 

・図書費購入本の受入、登録、装備、配架を行った。 

・寄贈本の受入、装備、配架、周知を行った。 

・お正月の掲示。福笑い体験コーナーの設置をした。（写真１１）        

・「学習関係の本」「お菓子作りの本」コーナーの設置。         

・１月～２月のカウンター当番の図書委員が３年生の時は、新聞活用 

 の「今週の気になるニュース」において、新聞記事の切抜きや見出 

しの記入を一緒に行った。 

・図書委員会生徒による図書新聞の製作。 

・節分や雛祭りにちなんだ展示を行った。       

・図書だよりの発行。 

３月 

・図書委員会から多読者の発表、読書賞の表彰を行う。（写真１２） 

・卒業をテーマにした本の展示、掲示作成を行った。（写真１３） 

 

写真１０                                                   
先生の思い出とともに紹介された本
は、生徒への良い刺激となった。 

写真９ 
しっかりと一冊
の本を読み自分
の言葉で書いて
いる生徒が多か
った。 

写真１１ 
日本の古い遊びや
伝統行事に触れる
機会となった。 

写真８ 
本の紹介文がし
おりで表示され
ていることで利
用の少ない本が
借りられるよう
になった。 
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・図書委員と杉並文庫の周知ポスターを作成、掲示した。 

（写真５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

・杉並区学校図書館視察研修に同行。                    

・図書台帳の整備（パソコン入力作業）とラベルの貼替作業を重点的に行った。 

・図書費購入図書（先生リクエスト）の受入、登録、装備、配架を行った。 

・読書週間期間の企画として、期間中本を借りた人に特製しおりのプレゼントを実施した。 

（写真６） 

・新聞を活用した展示を始めた。「今週の気になるニュース」として、毎週新聞の切り抜きを貼 

り、関連する図書の展示を始めた。（写真７） 

・図書だよりの発行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月～１２月 

・教科書に出てくる図書に、案内しおりを作成した。（写真８）              

・寄贈「神奈川きずなブック」の選定。                     

・次年度購読新聞・雑誌の選定。 

・図書費購入本の選書を行う。 

・１学年国語科単元「おいしい読書」で１学年全生徒が図書室の本を読みＰＯＰを作成した。 

写真４ 
見出しができたことで雑誌の利用が増えた。 

写真５ 
図書委員と作成。模造紙２枚分なのでとても目
を引く。これを見て借りにくる生徒が増えた。 

写真６ 
読書週間の企画とし
て本を借りた生徒に
手作りしおりをプレ
ゼントした。この期
間中、特に男子生徒
の利用が増えた。 

写真７ 
新聞記事の切抜きと関連する本の展示。これを
元に会話する生徒が見られ、展示した本を興味
深く閲覧していた。 

図書室と廊下に掲示した。（写真９）        

 

 

 

 

 

 

 
         

 

・冬の企画展示テーマ「あったか～くなる本集めました。」を行った。 

・クリスマス関連本コーナーの設置。クリ  

スマスの飾りつけを行った。 

・「先生の心に残った１冊」の本をカウン    

ターに展示。（写真１０） 

・冬休みの長期貸出と周知を行った。 

・図書だよりの発行。 

・学級文庫や先生への貸出時の『図書貸出

票』の作成。先生の目の届きやすいとこ

ろに貼っておくことができるので、先生 

方が返却期日を把握しやすくなった。 

１月～２月 

・図書費購入本の受入、登録、装備、配架を行った。 

・寄贈本の受入、装備、配架、周知を行った。 

・お正月の掲示。福笑い体験コーナーの設置をした。（写真１１）        

・「学習関係の本」「お菓子作りの本」コーナーの設置。         

・１月～２月のカウンター当番の図書委員が３年生の時は、新聞活用 

 の「今週の気になるニュース」において、新聞記事の切抜きや見出 

しの記入を一緒に行った。 

・図書委員会生徒による図書新聞の製作。 

・節分や雛祭りにちなんだ展示を行った。       

・図書だよりの発行。 

３月 

・図書委員会から多読者の発表、読書賞の表彰を行う。（写真１２） 

・卒業をテーマにした本の展示、掲示作成を行った。（写真１３） 

 

写真１０                                                   
先生の思い出とともに紹介された本
は、生徒への良い刺激となった。 

写真９ 
しっかりと一冊
の本を読み自分
の言葉で書いて
いる生徒が多か
った。 

写真１１ 
日本の古い遊びや
伝統行事に触れる
機会となった。 

写真８ 
本の紹介文がし
おりで表示され
ていることで利
用の少ない本が
借りられるよう
になった。 
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・週ごとに新聞の切抜き掲示をし、関連図書の紹介をすることで新聞活用教育を行うことが

できた。特に３年生図書委員には直接掲示作成に携わってもらうことで、新聞を読むきっ

かけづくりとなった。 

・１学年全員で国語科の授業の中で、おすすめの本の紹介ＰＯＰを作成し、掲示するなど先

生と連携し学校図書館を活用することができた。 

・生徒が図書の返却をする際、ラベルの統一がされていないため困惑しているようだったの

で分類ラベルの貼替作業を優先的に行った。ラベルがきれいに揃い装備がなされている図

書は手に取りやすく、返却時の配架がスムーズであった。 

・教科書に出ている図書の貸出依頼が多かったことから、積極的に情報の発信を心がけてい

た。 

・先生方からの授業で使用したい本のリクエストに応じ、中央図書館と連携し資料を提供す

ることができた。 

 ・季節ごとの企画展示で季節感あふれる空間作りを心がけたことから、居心地の良い図書室に

なり生徒及び教職員の利用が増えた。 

（２）来年度に向けた課題 

・カウンター近くにある棚の郷土資料や視聴覚資料が使いづらいことから、カウンター周り

の配置を含めた郷土関係図書の見直しが必要である。 

・来年度は情報の古い図書の見直しを行いながら、台帳登録作業とラベルの貼替作業を進め

ていきたい。 

 ・本年は学級文庫の貸出をしなかったが、クラスによっては必要としているところがあるこ

とから、今後検討する必要があると思われる。 

・国語科、理科以外の教科の調べ学習等において、学校図書館を活用できるよう更なるアピ

ールをし、活用法を提案していきたい。 

・図書室に遠い学年（２学年）の利用が少ないことから、来年度は図書案内の掲示場所を増

やすなどのアピールの仕方を工夫していきたい。 

 

 

平成２７年度 

鹿島中学校 学校図書館支援活動記録 
学校図書館支援員 末永公美子 

 
１ 学校図書館の概要 
学校の紹介 

 在校生は約３００名と市内で２番目に多い生徒数である。 

 １年生は朝の読書（朝読）の時間を設けており、通常の貸出は月曜から木曜の昼休みにのみ対

応している。学級文庫の入れ替えは図書委員が図書室から本を選び、毎月一回一斉に行っている。 

平成２７年度生徒数 

１年 ２年 ３年 合計 

８８人 １０３人 １０６人 ２９７人 

（平成２７年度１２月末時点） 

学校派遣日数 月・火・水曜日 週３回 

図書担当職員 宮原千津先生 

学校図書館蔵書数（４月当初） １２，８９４冊以上 

※図書台帳の登録番号が昭和５４年に一新しており、それ以前の蔵書も混在していることから廃

棄と台帳整理を継続して処理しているところである。 

今年度受入冊数（３月末時点）    ７８０冊 

うち 市費購入冊数        ３５５冊 

うち 杉並文庫購入冊数      １６２冊 

うち 寄贈資料点数（ＣＤ含む）  ２６３点 

 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
課題① 背ラベルの訂正 

古い背ラベルには２次区分以下が記載されていないもの、著者記号が全く書かれていな

いものが多く、書架整理などの作業に支障をきたしている。借りた本は借りた本人が棚

に戻すように指導されてきたようだが、背ラベルを頼りに戻すということができない。 
→目標 生徒の利用が多い分類の本から優先してラベルを直していく。本年度中に９類は

終了させる。 
課題② 図書台帳の整理 
昭和５４年に登録番号が一新されている、廃棄の記録がない、紙媒体である…などのこ

とから、実際に図書室にある本を照らし合わせながら台帳を整理する必要がある。 
→目標 紙媒体の台帳をパソコンで管理できるようにデータを入力していく。 
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